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文教福祉
常任委員会

委員長 早川 浩德

　
「
社
会
福
祉
法
人
高
島
市
社
会
福
祉

協
議
会
」
を
安
曇
川
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
に
指
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

採
決
の
結
果

　
「
全
員
賛
成
」で「
可
決
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
社
会
福
祉
法
人
高
島
市
社
会
福
祉

協
議
会
」
を
高
島
市
新
旭
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
荘
」
の
指
定
管
理

者
に
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

採
決
の
結
果　

　
「
全
員
賛
成
」で「
可
決
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
国
道
１
６
１
号
高
島
バ
イ
パ
ス
本
線

の
整
備
に
よ
り
、
国
か
ら
移
管
さ
れ
る

側
道
区
間
の
「
高
島
バ
イ
パ
ス
側
道
１

号
線
」
ほ
か
３
路
線
を
市
道
認
定
す
る

た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
移
管
の
際
、補
修
が
必
要
な
個
所
は
、

補
修
し
て
か
ら
移
管
さ
れ
る
の
か
。

　
現
況
を
ラ
ン
ク
別
に
把
握
し
て
、
必

要
な
個
所
は
国
に
お
い
て
修
繕
し
て
い

た
だ
い
て
か
ら
、
移
管
さ
れ
ま
す
。

採
決
の
結
果

　
「
全
員
賛
成
」で「
可
決
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
付
託
さ
れ
た
４
議
案
に

つ
い
て
も
「
全
員
賛
成
」
で
「
可
決
す

べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

議
第
３
号　
公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
き
議
決
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

議
第
４
号　
公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
き
議
決
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

産業建設
常任委員会

委員長 福井 節子

議
第
５
号　
市
道
路
線
の
認
定
に

つ
き
議
決
を
も
と
め
る
こ
と
に
つ

い
て

問答

　本年２月 21日、ロシアはウクライナの一部である「ドネツク人民共和国」および「ルハ
ンスク人民共和国」の「独立」を承認する大統領令に署名するとともに、ロシア軍に軍事基
地等の建設・使用の権利を与える「友好協力相互支援協定」に署名し、両「共和国」との条
約の批准、自国領域外での軍隊の使用に関する連邦院決定など、一連の措置を進めた。そし
て、同月 24日、ロシア軍はウクライナへの軍事侵攻を開始し、以降、軍事施設のみならず
民間施設をも攻撃し、一般市民や子どもに多数の死者や負傷者を出しており、国外への避難
民も 100万人を超えてなお増え続けている。
これらの行動は、国際社会の平和と秩序、安全を脅かし、明らかに国連憲章に反する行為で
あり、戦争・紛争時にあっても、一般市民や民間施設への攻撃を厳しく禁じている「戦争犠
牲者の保護のためのジュネーブ諸条約」やその後追加された議定書（ロシアも批准）などの
国際人道法にも違反するものである。
　その影響はヨーロッパにとどまるものではなく、アジアを含む国際秩序を揺るがす重大な
事態であり、国連もロシアに対して軍事行動の即時停止を求める決議を行い、本市としても
看過できるものではない。
　よって、本市議会は、ロシアによるウクライナ侵攻に対し厳重に抗議し強く非難するとと
もに、ロシア軍が即時に完全かつ無条件で撤退するよう強く求める。
　政府におかれては、国際社会とも連携し、アジアを含む他の地域でもいかなる場合であれ
武力による現状変更は決して許されないという意思を発信するとともに、国外に逃れた避難
民への人道上の支援を行い、あらゆる外交資源を駆使し、ウクライナをはじめとする国際社
会の速やかな平和の実現に全力を尽くされるよう、強く求める。

　以上の内容を決議しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 4年３月９日

ロシアによるウクライナ侵攻を非難する決議を可決


